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　去る平成　
29

年はỏ海外で
はトランプ大

統領の就任や
各地での銃乱

射事件ỏ北朝

鮮のミサイル発射問題など様々な出

来事がありỏ今も緊迫した状況が続

いていますỐ国内では７月の九州北

部豪雨や秋田県での河川氾濫など災

害も多くỏ政治・経済・社会の分野

でも話題が多い激動の一年でしたỐ

　新潟大学ではỏ　年ぶりとなる新
37

学部ủ創生学部Ứが設置されỏグロồ

バル化した社会の課題に適応できる

人材育成を目指すとしていますỐ

　またỏ農学部は１学科体制に移行

しỏ新しい５つの教育プログラムを

通してỏủ生命Ứỏủ食料Ứỏủ環境Ứを

担いỏグロồバル化に適応できる農

学系の人材を育成するとしていますỐ

　大学への運営交付金は年々減額さ

れỏ大学運営は大変厳しいものと

なỳている中でỏ大学独自に給付型

奨学金制度ỏ大学サポồタồ倶楽部

やまなび応援基金ỏ古本基金の創設

などỏ学生支援の充実に向けた自己

努力を進められていると伺ỳていま

すỐ　こうした状況にあỳてỏ全学同窓

会においてもỏ各学部系同窓会の交

流促進に向けた記念講演会・交流会

の開催や学友会サồクル等へ支援と

しての雪華支援事業の継続ỏủ新潟大

学カồドỨ の利用促進などỏ大学への

支援と同窓会活動の活発化に向けた

取り組みも強化しているところですỐ 　私もỏ農学部の各県支部総会等に

できるだけ出向きỏ学部の近況を報

告するなどしてỏ帰属意識の向上に

向けた交流も進めていますỐ昨年はỏ

首都圏ỏ長野県ỏ福井県の各支部に

お邪魔しỏ和やかに懇談させていた

だきましたỐ各支部ともỏ若手の参

加もあり今後が楽しみだと感じたと

ころですỐ
　またỏ学部への支援活動としてỏ

嵐丘庭の環境整備作業にも参加しま

したỐ同窓生ỏ教員ỏ学部生が協力

して草刈りを行いỏその後きれいに

なỳたテラスで慰労会を開きỏ美味

しいお酒を飲むことができましたỐ

昨年はỏ試行的に新潟県支部の農業

工学系の同窓生にご協力をいただき

ましたがỏ今年は幅広く参加者を募

りỏ環境美化と併せてỏ教員ỏ学生

との交流の一助になればと考えてい

ますỐ　今後もỏこうした地道な活動を通

してỏ同窓会を盛り上げて行きたい

と思ỳていますのでỏ引き続きご理

解とご支援をỏ何卒宜しくお願い申

し上げますỐ
　最後にỏ会員皆様の益々のご健勝

とご発展を祈念申し上げỏご挨拶と

させていただきますỐ

 

　今年度も農
学部同窓会に

は国際交流活
動ỏ志願者確

保のための広
報活動ỏ農学

部図書室の充実ỏ卒業祝賀会などの

諸行事に多大なご支援をいただいて

おりỏ渡辺仁会長はじめ農学部同窓

会会員の皆様には農学部教職員を代

表して心より御礼申し上げますỐ同

窓会よりご寄贈いただきました嵐丘

庭の木々はしỳかりと根を張りỏ見

上げる程成長いたしましたỐ秋にはỏ

教職員総出で木道への木酢液の塗布

や先輩方と一緒になỳての草刈りも

行いましたỐ今ỏ嵐丘庭は多くの研

究室やサồクルがＢＢＱパồテỹの

場として利用する人気スポỽトと

なỳていますỐ改めましてỏ平成　
29

年４月より渡邉剛志前学部長に替わ

りまして農学部長を拝命しておりま

す末吉邦と申しますỐどうぞよろし

くお願いいたしますỐこの紙面をお

借りしỏご挨拶かたがた農学部のこ

の一年の動きをご報告させていただ

きますỐ
　ご承知の通りỏ農学部は平成　年29

４月に１学科５主専攻プログラムと

いう新たな体制でスタồトしまし

たỐ今回は農学部にとỳて実に　年25

ぶりとなる大きな改組ですがỏ１学

科体制への移行は理工農３学部で

揃ỳて行われましたỐまたỏ３学部

の改組と同時に新潟大学として　年37

ぶりの新学部ủ創生学部Ứも新設さ

れましたỐこの様にỏ今年度は新潟 大学にとỳて大きな改革の時となり

ましたỐこの４月にはいよいよ県内

にủ新潟食料農業大学Ứが開学しỏ

国立・福島大学と私立・高崎健康福

祉大学では農学系学類・学部の　年31

４月開設の準備が進んでいますỐこ

れらの動きはỏ農と食に対する関心

の高まりを示すもので大いに歓迎す

べきことではありますがỏ同時に

各々の大学には特色ある教育・研究

の提示が求められていますỐこの様

な中にあỳてỏ新潟大学農学部が今

年度改組できましたことは実にタイ

ムリồであỳたと言えますỐですがỏ

これに安心することなく次の改革へ

向けて動き出す必要があるとも感じ

ていますỐ農学部の向かうべき将来

像について同窓会の皆様からも忌憚

のないご意見をいただければ幸いに

存じますỐ
　さてỏ新しい農学部について簡単

にご紹介いたしますỐまずỏこれま

での３学科体制をỏ農学科１学科に

しỏその中に５つの主専攻プログラ

ムを設けましたỐ入学定員は１５５

名から１７５名に２０名の増となり

ますỐ５つの主専攻プログラムとし

てはỏ新潟県の代表的産業でありỏ

社会的要請の強い食品分野の教育研

究に特化したủ食品科学プログラ

ムỨỏ農学分野の教育研究の柱である

ủ生命Ứ・ủ食料Ứ・ủ環境Ứに明確に対

応したủ応用生命科学プログラムỨỏ

ủ生物資源科学プログラムỨおよび

ủ流域環境学プログラムỨỏフỹồル

ド科学分野の教育研究に特化した理

学部と農学部による学部横断型
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ủフỹồルド科学人材育成プログラ

ムỨがありますỐ１学科制にするこ

とによỳてỏ学科の壁に阻まれるこ

となくỏ幅広い分野の学修が容易に

なりỏ分野や進路の選択がより柔軟

にできるようになりますỐ入学選抜

は学部一括で行いỏ学生は入学後２

年次前半までにỏ全学共通科目と農

学部共通基礎科目で幅広い教養と専

門基礎知識を学びỏ２年次後半に各

プログラムに分属しỏそれぞれにお

いて専門知識と技術を習得すること

になりますỐ学生はỏ入学後に自分

の分属するプログラムを決めること

になるのですがỏ出来るだけ希望に

沿うように何回か希望調査をしなが

ら分属先を決めていきますỐもちろ

んỏ希望のプログラムに入るために

は学生自身の努力も求められますỐ

またỏ教員の側も自分の担当するプ

ログラムの魅力を学生に積極的にア

ピồルする活動をしていますỐ皆様

も是非一度新しい農学部のＨＰを訪

れてみてくださいỐ

　改組以外の農学部の動きをご紹介

いたしますỐマスコミ等で大きく報

道されましたようにỏ５月９日ỏ新

潟大学ỏ新潟県ỏ県酒造組合の三者

はỏ日本酒に係る文化的・科学的な

幅広い分野を網羅する学問分野ủ日

本酒学Ứの国際拠点形成とその発展

に寄与することを目的としてỏ連携

協定を結びましたỐ現在ỏ大学では

経済学部や農学部が主導してỏủ日本

酒学Ứの講義の開講や研究センタồ

設立に向けての準備を進めていますỐ

　国際交流関係ではỏ農学部は　年25

度から文科省世界展開力強化事業に

採択されỏトルコの３大学と連携し

てỏ農学ỏ防災を学ぶ学生の交流事

業を始めましたỐ　年度から毎年　
26

20

名以上のトルコの学生を短期・長期 に受け入れỏこちらの学生との交流

を図ỳていますỐ一方でỏ農学部の

学生をトルコに派遣することは安全

面から控えていましたỐその代わり

農学部の学生とトルコの学生がタイ

のチỻンマイ大学で合流しỏ３週間

の合同研修を実施していますỐ今年

度は８月に　名を派遣しましたỐ参

15

加した学生たちは帰国時のチỻンマ

イ空港でトルコやタイの学生たちと

涙を流して別れを惜しんだと聞いて

いますỐトルコ情勢も落ち着いてき

たことからỏいよいよ２月に３名の

学生をトルコに派遣することになり

ましたỐ近年活発な国際交流活動に

ついてはỏ別に詳細な報告がござい

ますのでそちらもご一読くださいỐ

　平成　年度ỏ附属フỹồルド科学

24

教育研究センタồ佐渡ステồシἀン

はủ教育関係共同利用拠点Ứとして

文部科学省より認定されましたがỏ

この間全国の大学の森林環境教育に

大きく貢献してきましたỐその実績

が評価されỏ今年度ỏ佐渡ステồシἀ

ンは共同利用拠点として再認定を受

けることができましたỐまたỏ新潟

大学・刈羽村先端農業研究センタồ

も文科省と大学の支援を受けỏ順調

に研究業績を上げておりỏ国内外で

の評価も高まỳていますỐ同セン

タồで中心となỳて活躍されている

先生方はỏ科学技術振興機構の助成

事業であるủ国際科学技術共同研究

推進事業ớ戦略的国際共同研究プロ

グラムỜỨを２件獲得しỏ欧州の研究

機関との国際共同研究プロジỻクト

を活発に進めていますỐ

　教育面での特色としてỏ農学部は

独自の就業力育成プログラムとして

インタồンシỽプを軸としたủ農力

開発プログラムỨを４年間のカリ

キỿラムに段階的に組み込んだ取り 組みを実施していますỐこのような

就業力育成プログラムの効果もあ

りỏ卒業生の就職率の高さは常に全

国トỽプクラスでỏ就職を希望する

学生のほぼ全員が就職できている状

況にありますỐ
　以上ỏ農学部の現状と活発な活動

の一端を紹介させていただきまし

たỐ農学部は新潟大学の中でもỏま

た他大学の農学部と比較しても少な

い教員数ながら充実した教育研究活

動を行ỳているところですỐしかしỏ

一方ではỏ国からの運営費交付金の

削減等によりỏ大学の予算はますま

す厳しい状況にありますỐ全国農学

系学部長会議でもỏ全国の多くの大 学において財政状況の悪化ỏそれに

伴う教員採用の抑制が行われている

ことが報告されましたỐこの農学部

においても例外ではありませんがỏ

その様な厳しい中にあỳても教育と

研究の質は決して落とさないという

覚悟で教職員一丸となỳて踏ん張ỳ

ているところでありますỐ同窓会会

員の皆様には今後とも農学部への変

わらぬご厚情とご支援を賜りますよ

うよろしくお願い申し上げますỐ

　最後になりますがỏ同窓会会員の

皆様のご健勝と益々のご活躍を祈念

申し上げỏ就任のご挨拶とさせてい

ただきますỐ 

　引き続き在学生の学ぶ環境の整

備・改善を図りỏ更には農学部にお

ける国際化事業に対し支援を続けるỐ

またỏ利用者が増加し活性化が図ら

れつつある農学部図書室への支援Ố

気軽にỏＯＧỏＯＢから学部への訪

問を受け体験談を話してもらうため

のủ農学部学生の就業力育成Ứに係

る支援などỏ保護者に同窓会活動へ

の理解を得るようにしていくỐủ嵐丘

庭Ứを活用した特徴のある農学部同

窓会活動の活性化を図るỐ

１ỏủ松濤Ứ　号の発刊
35

　より充実した内容を企画して読ま

れる会誌を目指しますỐ

２ỏứ嵐丘庭Ừ の維持 ・ 管理ỏ有効活用

　農学部の顔となỳたủ嵐丘庭Ứを

活用した交流事業等を通してỏ農学

部同窓会活動の活性化に努めていき

ますỐ３ỏ学部内諸行事への支援
　ủ卒業祝賀会Ứを支援しますỐ

４ỏ学術・文化活動への支援

　農学部が行う国際交流事業ỏ学術・

文化活動を支援しますỐ

５ỏ受験者増加への取組みに対する

支援　受験者確保のためのủ高等学校で

の説明会Ứ及びủ高等学校での出前

講義Ứに行くための旅費の支援を行

いますỐ６ỏ農学部在学生のための農学部図

書室の充実支援
　保護者から同窓会活動を理解して

もらうための具体的な支援を行いま

すỐ７ỏ農学部学生の就業力育成に係る

支援　農学部学生の就業力育成にあたりỏ

卒業生による指導ỏ助言のための講

演ỏ研修会などの支援を行いますỐ

２
０
１
７
年
度
活
動
計
画
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（円）１．収入の部 備　　　　　考増　減決　算予　算科　　目
04,300,0004,300,000基金収入からの繰入
0663,816663,816前年度繰越 利息　39円  　    ▲ 43239471利子・雑収入 　　▲ 4324,963,8554,964,287合　　　　計 （円）２．支出の部 備　　　　　考増　減決　算予　算科　　目 全学同窓会役員会 ・ 支部総会出張旅費 ・ 通信 ・ 電話料 ・ 謝礼 ・ 消耗品費等▲ 108,099491,901600,000１．事務局費 常任幹事会支部役員出席旅費　会場使用料等は（総会開催会計で処理）▲ 301,490158,510460,000２．会議費 名簿データメンテナンス▲ 6,00054,00060,000３．名簿情報維持管理費
0700,000700,000４．卒業祝賀会費 退職者（教員４名）▲ 5,13654,86460,000５．退職者記念品費 中庭下刈り２回　▲ 10,00090,000100,000６．嵐丘庭維持費 「松涛34号」「しおり」印刷，郵送等▲ 67,4951,232,5051,300,000７．｢松涛」発行費 弔電、生花等▲ 50,000050,000８．慶弔費 ８支部（６支部35,000円,新潟県・首都圏支部各70,000円）0350,000350,000９．支部活動助成費 文部科学省、大学の世界展開強化事業（トルコ）への支援▲ 108,405141,595250,00010．学文活動助成費 ▲ 992375,008376,00011．全学同窓会負担金費 松涛34号、記事等掲載▲ 40,00010,00050,00012．ホームページ費 教員による高校訪問、出前授業,アドミッションフォーラム等▲ 94,057205,943300,00013．志願者確保対策助成費 （高校訪問旅費助成費） 学生による希望図書の購入補助▲ 8499,916100,00014．農学部図書室充実費 農学部学生の就業力育成のため、 農学部卒業生による指導、助言　旅費等▲ 44,1505,85050,00015．学生の就業力育成に係る助成費 ▲ 158,2870158,28716．予備費 ▲ 994,1953,970,0924,964,287合　　　　計３．差引残高（Ａ−Ｂ）993,763円　次年度への繰越金

2016年度新潟大学農学部同窓会 事業費決算報告（平成28年５月１日～平成29年４月30日）
（円）１．収入の部 備　　　　　考増　減前年度決算本年度予算科　　目 ▲300,0004,300,0004,000,000基金収入からの繰入

329,947663,816993,763前年度繰越
03939利子・雑収入

29,9474,963,8554,993,802合　　　　計 （円）２．支出の部 備　　　　　考増　減前年度決算本年度予算科　　目 全学同窓会交流会出席補助・役員会・通信・電話料・各支部への出張旅費・謝金・ＰＣウイルスソフト等108,099491,901600,000１．事務局費 常任幹事会開催経費等301,490158,510460,000２．会議費 名簿情報メンテナンス等経費6,00054,00060,000３．名簿情報維持管理費 卒業祝賀会費補助0700,000700,000４．卒業祝賀会費 退職者２名▲24,86454,86430,000５．退職者記念品費
10,00090,000100,000６．嵐丘庭維持費 「松涛」「しおり」印刷、発送等　67,4951,232,5051,300,000７．｢松涛」発行費 弔電、生花代等50,000050,000８．慶弔費 支部活動助成（６支部 ＠35,000　首都圏、新潟県 ＠70,000）0350,000350,000９．支部活動助成費 ３大学合同研修会、ＦＣシンポ、新大ＧＰ、農学部フォーラム等108,405141,595250,00010．学文活動助成費 分担金27,992375,008403,00011．全学同窓会負担金費 ＨＰメンテナンス等経費40,00010,00050,00012．ホームページ費 高校訪問、アドミッションフォーラム等64,057205,943270,00013．志願者確保対策助成費 （出前講義旅費助成費） 農学部学生用図書及び閲覧スペースの充実8499,916100,00014．農学部図書室充実助成費 農学部学生の就業力育成のため農学部卒業生による指導・助言44,1505,85050,00015．学生の就業力育成に係る助成費
220,8020220,80216．予備費
1,023,7103,970,0924,993,802合　　　　計

2017年度新潟大学農学部同窓会 事業会計予算（平成29年５月１日～平成30年４月30日）
2016年度新潟大学農学部同窓会 基金会計報告（平成28年５月１日～平成29年４月30日）（円）１．収入の部 増　減今年度前年度科　　　目

461,69425,521,90425,060,210繰越金 ▲ 180,2204,691,3404,871,560基金収入（入会金） ▲ 27,4522,77830,230利子
254,022 30,216,02229,962,000合　　　　計 　　　（円）２．支出の部 備　　考金　　額科　　　目

4,300,000事業費繰入 基金口座(第四銀行） より326,213総会開催関係経費
4,626,213合　　　　計

 ※平成28年度に開催の総会関係費用の一部を基金口座（第四銀行）より支出３．次年度への繰越金　　（円）金　　額科　　　目
30,216,022収入合計
4,626,213支出合計
25,589,809繰　 越　 金
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　私は昭和　
57

年ớ１９８２
年Ờに新潟大

学農学部に助
手として赴任

しましたの
でỏ　年間勤36

務しましたỐ

出身も新潟大学農学部ですのでỏ大

学院・研究生も含めると随分長い間

お世話になりましたỐ就職は昭和　
53

年ớ１９７８年Ờ でỏ当時の農林省林

野庁に採用されỏ九州の国有林森林

計画担当を皮切りにỏ宮崎の飫肥で

はスギの巨木を伐採・搬出する直営

事業所の責任者ỏ出向した佐賀県で

は民有林行政も経験しましたỐ霞が

関へ異動の話が出始めた頃ỏ恩師の

造林学教室丸山幸平先生から助手と

して採用したいのでỏ林野庁をやめ

てくれないかと電話がかかỳてきま

したỐこれが現在にいたる契機になり

ましたỐ
　教員として新潟に戻ỳてからỏ豪

雪地で薪炭林として利用されてきた

ブナ林の生態学的研究を自身のテồ

マに決めましたỐ赴任後の４年間で

基本的なデồタを取り終えỏ東大の

濱谷稔夫先生のもとに内地留学をし

て博士号を取得しましたỐそれから

はỏ多様な広葉樹林ỏ海岸マツ林ỏ スギ人工林ỏさらには休耕田の湿地

再生から河川の自然再生までỏ学生

たちとともにフỹồルド調査に明け

暮れた　年間でしたỐ
30

　この間ỏ農学部は２度の学部改組

がありỏ大学院でも何度か専攻名が

変わりましたỐそれでもỏ一貫して

生態学的な視点で森林科学の教育・

研究に携わることができたのは幸い

でしたỐ４年前に豪雪地のブナ林を

上中下流のネỽトワồクで地域再生

に活かすủスノồビồチừ雪国のブ

ナỬỨプロジỻクトを立ち上げỏ産学

官の協働で運営していますỐ退職後

も人とのつながりを大切にしながらỏ

この活動を続けていきたいと考えて

いますỐ
　平成　年から下條文武学長のもと

20

で副学長を務めた６年間ではỏキỾ

リアセンタồ・学生支援センタồの

整備と管理運営ỏ地域の教育力を活

かすダブルホồム体制の改革と運

営ỏ新六花寮への移転などをとおし

てỏ学部の枠を超えた多くの学生と

の交流ỏ教職員や地域の皆さまとの

協働は貴重な経験でしたỐ

　農学部の嵐丘庭はỏ平成　年ớ２23

０１１年Ờの演習授業で生まれた学

生のアイデアがベồスになỳていま

すỐ農学部ＯＢの㈱グリồンシグマ

平田俊彦社長がそれをもとに土壌基

盤を重視して設計されましたỐ小さ

な苗の驚くようなその後の成長にỏ

基盤重視の効果が現れていますỐ教

育研究の成果を花咲かせるのも基礎

が大切だと教えられているようですỐ

箕口秀夫先生の指導でỏそう遠くな い日に森のような庭に変わỳていく

ことでしỶうỐ嵐丘庭をご寄贈頂い

た農学部同窓会に感謝申し上げると

ともにỏ同窓会員皆さまのご多幸と

ご健康をお祈り申し上げてỏ退職の

ご挨拶とさせていただきますỐ
　前任校の鳥

取大学農学部
より異動して

きたのが一九
九七年一〇

月ỏ以来ỏ二
〇年半を新潟

大学農学部で

お世話になりましたỐこの間多くの

教職員の皆さまỏ卒業生の方々に出

会うことができỏそして支えられて

きましたỐ厚くお礼申し上げますỐ

　京都大学大学院で農業工学を専攻

したのちỏ大阪の土木コンサルタン

トで貯水ダムの設計・施工管理に取

組んでいたところỏ縁あỳてỏ前任

校に勤務し農業土木分野の教育研究

に携わることとなりましたỐその後ỏ

豊田勝先生に声をかけていただきỏ

新潟大学へ参ることができましたỐ

地域環境工学講座の土木構築学研究

室が新スタồトの場となりましたỐ

二〇年前ỏ家族ともども北陸道を北

上しỏ途次ỏ高田平野ỏ越後平野な

ど遠い山裾まで広がる大地が目のあ

たりとなりỏこれまで見慣れない風

景に気分を新たにしたのがỏつい先

日のことのようですỐ

　土で盛り立てられたダムをアồス ダムあるいはフỹルダムといいỏ農

業に欠かせない用水を貯留する重要

な役割を担ỳていますỐ安全にかつ

安定的に貯水機能を確保するために

はỏ土の中を流れる浸透水の動きを

適切に評価することが大事でありỏ

その予測技術にもỳぱら取り組んで

きましたỐủ水土の知Ứの敷衍と実践

といỳたところですỐそれが高じてỏ

在職の後半ではỏ土のキỾピラリồ

バリア機能を活用した乾燥・半乾燥

地域のかんがい農法の開発に取り組

みỏここ数年ほどỏパレスチナ西岸

地区のラマỽラを幾度か行き来しま

したỐ悠久の地に根を張る神々しい

ばかりのオリồブの大樹に出会うこ

ともできỏ充足した気持になれまし

たỐ　二〇〇四年度にỏ生産環境科学科

の地域環境工学コồスで技術者教育

プログラムを立ち上げỏＪＡＢＥＥ

より認定を受けることができまし

たỐ爾来ỏ多くの有為な修習技術者

／技術士補を輩出できたことは嬉し

いところであり矜持としたいところ

ですỐこれを契機にỏ教育⎁学生支

援機構への兼職が始まりỏ最後の年

まで続くことになりましたỐ一九九

一年の大綱化で取組まれた教養教育

に係わる学士課程教育の改革がỏい

ま必ずしも十分な成果を出せておら

ずỏ当時喧伝されたủ魅力ある大学・

教育づくりỨが一層強く求められる

ようになỳてきていることは皆さま

ご承知の通りですỐ新潟大学がこの

嵐に屹立して進んでいかれんことを

期待しておりますỐ

　新潟大学農学部同窓会のますます

のご発展と皆さまの一層のご活躍を

お祈りいたしますỐありがとうござ

いましたỐ

農
学
部
を
去
る
に
あ
た
っ
て

農
学
部
を
去
る
に
あ
た
っ
て

農
学
部
を
去
る
に
あ
た
っ
て

紙　谷　智　彦　　ớ生産環境科学科Ờ　

退職にあたỳて
森　井　俊　廣　　ớ生産環境科学科Ờ　

ありがとうございました
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　本年で第二十一回目を迎える北海

道同窓会の総会はỏ十月二十一日ớ土Ờ

にỏ十勝管内幕別町忠類にあるủナ

ウマン温泉ホテルアルコ２３６Ứに

てỏアルカリ性単純温泉と静かな環

境の中での開催となりましたỐホテ

ル横にはỏナウマン象記念館ỏ道の

駅ỏＪＡ農畜産物直売所では特産の

ゆり根もありỏ見所も多くありまし

たỐ　開催案内は毎回九十通ほど出して

いますがỏ当日ỏ他の用務がある方

も多くỏ総会出席者は七名でしたỐ

　総会ではỏ明田川会長ớ昭和四十

五年農工Ờの挨拶の後ỏ事業・会計

報告・計画について協議しỏそれぞ

れ承認されましたỐ

　総会に続く懇親会ではỏ簑島さん

ớ昭三十八農学Ờによる乾杯の挨拶の

あとỏ近況報告等を行いỏ二時間余

り語り合いまし
たỐその後ỏ二

次会ではỏ新潟
の笹団子や道北

の珍味を食べな

がらỏ新潟の銘酒を飲み比べỏ夜十

時過ぎまで盛り上がりましたỐ翌日

も朝早くから温泉や朝食で相互交流

を深めましたỐ
　次回の同窓会はỏ平成三十年秋頃ỏ

道央方面で開催することとしましたỐ

会員の皆様ỏどうぞ気軽にご出席の

程ỏ宜しくお願い致しますỐ
佐藤　誠一ớ昭　農化Ờ60

　秋田県支部ではỏ平成　年７月８
29

日 ớ土Ờ にỏ久保田城跡地である千秋

公園内にある松下を会場に総会を開

催しましたỐこの松下はỏủあきた舞

子Ứと伝統的な建築技法や気品と空

気感を感じ取ることができるủ旧割

烹松下Ứを再活用した秋田文化産業

施設でỏ平成　年にオồプンしまし

28

たỐ　私たちも年齢を重ねるにつれỏ空

間を感じ取るỏいや感じ取らねばな

らないと思いỏさらにủあきた舞子Ứ

という伝統文化を復活させた舞子も

感じ取る ứおとなの研修Ừも重ねあわ

せた気品あふれる総会となりましたỐ

　総会ではỏ小島会長 ớ昭和　年農52

工Ờの挨拶の後ỏ経過・会計報告ỏ

　年度事業・予算案について協議し

29承認されましたỐ
　またỏ　月２日には秋田市内で忘

12

年会を開催しましたỐ年２回の支部 活動に納まỳて
いる状況であ

りỏ出席者も少
し寂しい人数で

の開催が続いて
おりますがỏ近

況報告ではỏ仕
事やプライベồ

トの楽しいエピ
ソồドで大変盛

り上がりまし
たỐ参加者から

はỏこうした情
報を会員で共有

できることが楽
しみだから絶対

に続けて欲しい
との嬉しい言葉

もいただきỏ今後はさらに工夫を凝

らした企画で活動を活発化させたい

と思いますỐ工藤　英明ớ平７農生Ờ

　今年もỏ福島第一原発事故の後ỏ

震災復興ỏ廃炉への作業ỏủ燃料デブ

リỨの確認など進展の状況は不透明

ですỐ　この状況の中ỏ７月　日ớ土Ờỏ福
29

島市・ホテル辰巳屋に於いてỏ母校ỏ

新潟大学から佐野義孝先生をお迎え

してỏ二年ぶりにỏ福島県同窓会が

開催されましたỐ
　会長挨拶ではỏ母校からỏ佐野義

孝先生をお迎えしてỏ大学の最近の

様子をお伝えして戴くことỐ先生の

教え子も多数参加してỏ先生のお話 を懐かしくお聞きすることが出来る

喜びについて述べましたỐ

　続いてỏ佐野義孝先生からỏ新潟

大学についてのご講話Ố

　内容にはỏ卓越した研究拠点と高

度な教育体制の中での新潟大学の様

子でありỏ農学部の新しい組織ỏ農

学科一学科体制への変化Ố入学後の

スケジỿồルの改革と主専攻プログ

ラムなどỏ驚きの中での講話であり

ましたỐ中でもỏプログラム配属の

選択においてはỏ人気講座がありỏ

学生の成績順で選択されるというの

にはỏ古き良き時代の学生々活で

あỳた河渡のキỾンパスがỏ懐かし

い思い出と共にỏ目に浮かびましたỐ

　そしてỏ懇親会ではỏ今回にはỏ

参加者　名の出席が見られỏ中でもỏ

24

佐野先生の教え子ỏ女子２名ỏ第　
62

回円谷祐未さんỏ第　回佐久間悠さ
68

んの方々がỏ福島県同窓会に華を添

えて戴きましたỐ
　佐野先生のお席にはỏ多くの教え

子の皆さんがỏủ学生時代の思い出ば
なしỨをみ

やげにỏ大
いに盛り上

がりを見せ
ておりまし

たỐ先生もỏ
こよなく楽

しい思いの
中でỏお過

ごしになら
れましたỐ
　引き続い

てỏ二次会Ố
佐野先生を

含めてỏ多

皐秋田県支部皐福島県支部
皐北海道支部
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くの皆さんの参加を得てỏ盛大に開

かれましたỐ学生時代の想い出をは

じめỏ世の中の出来事ỏ職場での問

題点ỏご家族の様子などỏ心ゆくま

で歓談の輪が広げられましたỐ

　次回もまた集う人々への想いを胸

にỏ支部活動の一層の高まりを祈念

しながらỏ支部総会を閉会しましたỐ

髙久　英昭ớ昭　農Ờ32

　本年６月３日ớ土Ờ東銀座のラウ

ンジ日比谷においてỏ第　回総会を
31

開催しましたỐ渡辺同窓会長を来賓

としてお招きして　名が出席しまし
30

たỐ渡辺会長から新潟大学農学部の

近況を報告して頂きましたỐその概

要はỏ①農学部の定員が１５５名x

１７５名に増員②日本とトルコの５

大学が結集して防災を意識したレジ

リエントな農学人材育成③新潟大

学・新潟県・県酒造組合が連携協定

を締結の３点でしたỐ総会ではỏ村

上支部長から平成　年度支部活動報
28

告ỏ吉田幹事が平成　年度第　期会
28

31

計収支報告ỏ西嶋幹事が会計監査報

告を行い承認されましたỐその他にỏ

奥澤幹事が退任しỏ昨年７月の農学

部同窓会常任幹事会で制定された

ủ新潟大学農学部同窓会個人情報保

護規程Ứを配布しỏ首都圏支部もこ

の規程に準拠して活動することを佐

藤が報告Ố
　総会後ỏ山田文雄氏／ớ独Ờ森林

総合研究所特任研究員ớ林学科Ｓ　
50

年卒Ờからủ放射能災害の６年　森

林や野生動物への影響から考えるỨ という演題で講演をして頂きまし

たỐ講演でỏ東日本大震災に伴う福

島第一原子力発電所事故により放出

された放射性物質はỏ陸地の　％に68

当たる森林に蓄積されỏ落葉層や土

壌表層に沈着しているỐそのため森

林生態系における放射性物質の動態

や野生動物への影響把握のためにモ

ニタリングが求められているỐ小型

哺乳類ớアカネズミ等Ờは採食を通

じたủ内部被爆Ứや落葉層や土壌に

沈着した放射性物質のủ外部被爆Ứ

も起きているỐ放射性セシウムは事

故後６年経過後もỏ土壌中には深く

浸透せずにỏリタồ層や土壌表面に

留まỳていることやỏ福島の野生動

物アカネズミ体内では事故後
6年経

過してもỏ高濃度の放射性セシウム

が滞留していることがわかりましたỐ

懇親会ではỏ
河渡世代と五

十嵐世代の年
代のギỾỽプ

は大きいので
すがỏここ数

年でその垣根
も低くなỳて

きたような気
がしますỐ世

代を超えて親
しくしていま

すỐ　　月　日
11

12

ớ日Ờアルカ
デỹア市ἃ谷

ớ私学会館Ờに
おいてỏ第　
46

回新潟大学首
都圏同窓会総

会が開催されましたỐ高橋学長を含

む　名が出席しỏ農学部からは８名

75
の出席でしたỐ
　石井正一氏ớ石油資源開発株式会

社代表取締役副社長ỏ経済Ｓ　年卒Ờ48

がủ日本のエネルギồ問題Ứについ

て講演を行いましたỐ次年度の幹事

学部である農学部・村上支部長が終

わりに挨拶を行いましたỐ来年の　
11

月　日ớ日予約Ờ農学部が７年ぶり

18
に幹事学部となỳて総会を開催しま

すのでỏ首都圏在住の皆さんは大勢

集まỳて交流を深めましỶうỐ
佐藤　純一ớ昭　農化Ờ47

　新潟県支部の活動報告をさせてい

ただきますỐ新潟県支部は平成　年29

１月　日にアồトホテル新潟にて第

28

６回支部会を開催いたしましたỐい

つものことながらỏ冬場の足下の悪

い時期にもかかわらずỏ県内在住の

卒業生　名の皆様から参加をいただ

52

きましたỐ支部会前半の総会では渡

辺同窓会長のご挨拶ののちỏ予算等

についてご審議ỏご承認いただきま

したỐその後ỏ同窓会幹事長の箕口

先生からỏ農学部の近況や学部再編

について映像を交えてご報告をいた

だきましたỐ後半の懇親会ではỏ年

長者を代表して早川利郎先生ớＳ　・33

第６回卒Ờの乾杯のご発声で開宴と

なりỏ和やかな雰囲気のなか懇談が

進みỏ出席者最年少の西野信之さん

ớＨ　・第　回卒Ờによる中締めの後ỏ

19

55

全員で農学部学生歌を熱唱し散会と

なりましたỐなお会の途中で箕口先 生が平成　
29

年度から副
学長にご就

任されるこ
とが報告さ

れỏ箕口先
生からもご

挨拶を頂戴
しましたỐ

新潟県支部
を代表して

先生の今後
の益々のご

活躍をご期
待申し上げ

ますỐ　その他の
活動ではỏ
　月　日に
10

29

開催された全学同窓会・交流会にはỏ

当支部から多くの皆さんに参加をい

ただきましたỐ出席いただいた皆様

に感謝申し上げますỐまた支部長個

人としてではありますがỏ農学部卒

業祝賀会ớ３月　日Ờ やỏ嵐丘庭ớ農

23

学部中庭Ờの草刈りボランテỹアớ　
10

月　日Ờに初めて参加する機会をい

14
ただきましたỐ私も大学を卒業して

　年以上になりますがỏこういỳた

30機会を通じて母校・新潟大学の存在

が再び近いものになỳてきているよ

うに感じていますỐ新潟県支部は毎

年１月の最終土曜日に支部会を開催

することを基本としておりますỐ今

後も多くの会員の皆さんから出席い

ただきỏ大学のお膝元にある新潟県

支部を盛り上げていきたいと考えて

おりますỐ　大嶋　良夫ớ昭　農工Ờ58

皐首都圏支部皐新潟県支部



　支部同窓会開催の　月　日はỏ超
10

22

大型で非常に強い台風　号が東海地
21

方に接近しỏ長野県内も午後から風

雨が強まり出足が心配されましたỐ

　しかしỏ長野市内の会場に同窓会

本部から渡辺同窓会長をお迎えしỏ

県内から　名が参加してỏ無事開催

11

することが出来ましたỐ

　総会の協議事項終了後ỏ本部の渡

辺会長からủ農学部の近況Ứについ

てご講演をいただきましたỐ農業・

農学を取り巻く情勢や新しい５つの

教育プログラムなどについての話題

も紹介いただきましたỐ引続き支部

会員でもある県立南安曇農業高校の

西澤校長からủ農業教育についてỨ

の講演がありましたỐ新大学生時代

の様々な体験を生かしỏ農業教育者

として実践的な専門性の高い学習を

生かした実学を指導されỏ生徒たち

が造園デザインコンクồルで６年連

続で文部科学大臣賞 ớ団体最優秀賞Ờ

を獲得した
事例の紹介

がありまし
たỐ農業教

育の醍醐味
をうかがう

ことが出来
ましたỐ
　その後交

流会ではỏ
参加者各自

の近況など
紹介があり

地域での貢

献やỏ歴史資料の解読など自治体の

文化財保護に関わỳているなど興味

深い紹介がありỏ和やかな雰囲気で

ひと時を過ごすことができましたỐ

時間いỳぱいの交流会の最後に学生

歌や寮歌など合唱して次回の再会を

誓い合いましたỐ　手塚　光明ớ昭　農Ờ46
　富山県の最

近の農林業の
話題はỏ　年41

ぶりに開催さ
れた全国植樹

祭や富山米の
新品種ủ富富

富Ứの販売開
始など明るい

話題が多くあ
りましたỐこ

れら明るい話題を陰に陽に支える新

潟大学卒業生が集まりỏ平成　年７29

月　日ớ金Ờỏとやま自遊館ớ富山

28
市Ờにおいてỏ平成　年度支部総会・
29

懇親会を盛大に開催しましたỐ

　当日はỏ農学部生産環境科学科の

箕口先生をお招きしたところỏ県庁

農林水産部の暑気払いと重なỳたに

もかかわらずỏ　名もの方々に出席

42

していただきましたỐ

　総会ではỏ中島清信支部長ớＳ　
47

卒Ờの挨拶と５月に新潟市で開催さ

れた同窓会総会の報告がありその後ỏ

昨年度の活動報告・会計報告が行わ

れỏそれぞれ承認されましたỐ

　懇親会では初めにỏ箕口先生から 現在の農学部の写真等をプロジỻク

タồで紹介しながら大学の近況や入

試の変更点等についてお話ししてい

ただきましたỐ
　次に新入会員の紹介が行われまし

たỐ近年の新会員の参加は１Ỗ２名

でしたがỏ今年度は４名ớ県職３名ỏ

民間１名Ờの参加がありましたỐ新

会員は４名とも生産環境科学科の卒

業生ですがỏ現在の職場はバラバラ

になỳているためỏ彼ớ女Ờたちに

とỳてもいい同窓会になỳたのでは

ないでしỶうかỐ一人ずつ自己紹介

をしていただきましたがỏ先輩から

の容赦ない質問に対して機転の利い

た回答で会場を盛り上げていただき

ましたỐ
　最後はỏ

毎年恒例の
ủ農学部学

生歌Ứủ四季
の新潟Ứを

出席者全員
で合唱しỏ

楽しいひと
ときの終わ

りにしまし
たỐ

石割　久晶ớ平　生環Ờ11

　福井県支部ではỏ平成　年　月　2911
22

日 ớ水Ờにỏ福井市内で総会を開催し

ましたỐ出席者はỏ２名の新会員ớ！Ờ

を含め例年より多い　名となりỏ和
19

やかな雰囲気の中で楽しいひと時を

過ごしましたỐまたỏ本年度はỏ当 県支部ではớおそらくỜ設立以来初となるỏ同窓会本部の渡辺会長をお招きしての開催となりましたỐ
　総会ではỏ日下会長ỏ本部の渡辺会長からごあいさ

つをいただいた後ỏ手短に会計報告ỏ

酔ỳぱらう前に記念撮影を行いỏ懇

親会に移りましたỐ

　懇親会ではỏ渡辺会長から大学の

現状をご説明いただきỏその変貌に

多くの出席者が驚いた様子でしたỐ

　その後ỏ恒例の各自の近況報告を

自己紹介を交えて行いỏ最後に学生

歌を歌ỳて締めとなりますがỏ歌詞

も用意していざというときỏ事務局

の不手際でＣＤプレイヤồが破損す

るアクシデントが発生してしまいま

したỐ私を始めỏ多くの出席者はこ

の歌に聞き覚えがありませんỐ不安

になりましたがỏ力強く歌ỳてくだ

さる先輩のおかげでỏ何とか乗り切

ることができましたỐ

　今回ỏ残念ながら参加できなかỳ

た福井支部の皆さまỏ次回はぜひご

参加くださいỐ
　最後にỏご多忙の中ỏ遠く福井ま

でお越しいただきました渡辺会長

様ỏどうもありがとうございましたỐ

東　正樹ớ平４林Ờ ― 8 ―

皐富山県支部皐福井県支部
皐長野県支部
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ừ沿革Ử　株式会社ナルサワコンサルタントは１９５４年の創業以来　年余60りに亘りỏ主に新潟県内における

社会インフラ整備に関わる業務に

携わỳてまいりましたỐ特に農業

土木系の建設コンサルタントとし

ては県内で最も歴史が長くỏ全国

的に見渡してもこれだけの歴史を

持つ会社はそう多くはありませ

んỐ現在は本社ỏ５つの支店ớ村

上ỏ新潟ỏ長岡ỏ柏崎ỏ高田Ờお

よび佐渡の出張所に加えỏ３つの

営業所ớ妙高ỏ富山ỏ金沢Ờが存

在しておりỏủ地域密着型企業Ứと

して地域と共に歩みỏ地域社会の

発展に貢献することを基本理念と

しておりますỐ
ừ業務概要Ử　当社は公共事業における計画および設計に関わるủ建設コンサルタントỨỏ公共事業施工の基礎とな るủ測量・調査Ứỏ事業用地確保の

土台を築くủ補償コンサルタントỨ

の３つの事業部門を掲げるủ総合

建設コンサルタントỨですỐ

　ủ建設コンサルタントỨ部門では

土地改良施設の設計やほ場整備等

の農業土木分野からỏ河川や道路

等の一般土木分野および下水道や

都市開発等の都市計画分野まで各

分野に専門者を有しておりỏ各業

務において地域の実情に見合ỳた

計画および設計を行ỳておりますỐ

　ủ測量・調査Ứ部門では各公共事

業において必要となる測量を担ỳ

ておりますỐ各公共測量業務や流

量観測業務に加えỏ近年注目され

ているレồザồスキỾナおよびド

ロồンを用いた三次元デồタの測

量についてもỏ現在力を入れて取

り組んでいるところですỐ

　ủ補償コンサルタントỨ部門で

はỏ公共事業に伴う用地の補償に

関連する業務を取り扱ỳておりま すỐ補償は８つの部門に分けられ

ておりỏ当社は北陸地方でも数少

ない８部門全ての業務を受注して

おりỏ実績に関しても県内トỽプ

レベルを有しておりますỐ

　その他にも洪水および地震等の

災害発生時における調査から査定

に至るまでの災害支援ỏまた新潟

県を通して中国黒龍江省との灌漑

技術支援交流等様々な分野におい

て社会貢献しておりますỐ

ừ当社の新潟大学農学部出身者Ử　当社の新潟大学農学部の出身者は６名おりỏ全員が農業工学科および生産環境科学科の出身ですỐ上は　代から下は今年度入社とỏ60幅広い層が多分野において活躍し

ておりますỐ大学で学んできたこ

とが業務に関連しているためỏや

りがいを感じながら日々業務に取

り組んでおりますỐ

ừ最後にỬ　当社では社内におけるより良い職場環境を作り上げるためỏ人間関係をより深めることを目的として様々な行事を開催しておりますỐ春先には研修旅行ỏ秋にはレクリ エồシἀンớボồリングや酒蔵見

学等Ờỏその他に各種懇親会等年間

通して催し事がございますỐ他の

会社を見渡してもỏここまで社内

行事が多い会社はあまりないと思

いますỐ
　各行事および当社の業務に関す

る情報についてはインタồネỽト

上にホồムペồジを開設しており

ますのでỏ興味のある方はご覧に

なỳてみてくださいỐ

ớhttp://www.narusawa-net.co.jp

                             /  Ờ
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設計に必要となる諸元を計測中Ố新潟

県内の様々な現場に出ておりますỐ
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楠原　三宅君と杉山君はỏ豚の骨

軟骨症と鳥類の骨髄骨というỏ僕

自身の研究人生の２大テồマを一

緒に始めたふたりỐ非常に熱心でỏ

当時は真夜中まで仕事をしてくれ

ましたねỐ
三宅　先生の研究には先見性が

あỳてỏ新しいことにどんどん挑

戦させていただきましたỐその時

間は僕の財産ですỐ

杉山　研究者としての先生は厳し

い面もお持ちでしたけどỏ学生と

の交流に積極的でしたỐ

楠原　僕は学生と遊ぶことが大好

きỐ春は花見ỏ夏は学生と一緒に

五十嵐浜で泳ぎỏ忘年会は温泉巡

りỐ研究室でもよく飲みましたねỐ

三宅　杉山さんが持ỳてきたのは

畜産学科の会報誌？

杉山　はいỐ懐かしいので持ỳて

きましたỐこれは三宅さんが３年

生の時のものですよỐ

三宅　これは懐かしいỐ会報誌に

はそれぞれが研究外のことも適当

に書くんですỐ今のブログみたい

な感じですよỐ今はもうないんで

しỶう？杉山　はいỐこういう学科内や学

生同士のやりとりは少なくなりま

したねỐ僕は三宅さんにすごく教

わỳたしỏ研究の意見が合わな

かỳたり不真面目な仕事をしたら

楠原先生には真剣に怒られましたỐ

楠原　私も年齢とともに穏やかに

なりましたねỐこの人たちの時が 一番厳しかỳたんじỴないかなỐ

杉山　それもお互いの信頼関係の

上で成り立ỳていましたよねỐ

楠原　卒業して何十年経ỳても同

じ時間を過ごした記憶は残ỳてい

るものỐうちの研究室の２００人

以上いる卒業生のうち　組以上が
10

研究室内で結ばれていますỐしか

もỏまだ一組も離婚していませんỐ

三宅　それはすごい！

楠原　そうそうỏ三宅君とは１ἃ

月に１回の頻度で茨城県のつくば まで行きましたねỐ

三宅　研究サンプルをもらうため

に私の運転で行きましたỐ仕事の

後は先方も交えて飲み会Ốいろん

な出会いがありましたỐ

楠原　研究ばかりに熱中すると視

野が狭くなるỐ若い人にとỳて出

会いというのは特に大事だと思い

ますỐ学生の頃から学外の人と出

会ỳてオồプンな環境でデỹス

カỽシἀンできるỐそういう経験

が社会に出てからは特に力になる と思いますỐ
杉山　先生の思いは今も研究室の

伝統として残ỳていますỐ

三宅　学生時代に大変な経験をし

たことがよかỳたんだとỏ今は感

じますỐ人間ỏ下積みがあるから

頑張れるんだとつくづく思います

ねỐ先生は一人ひとりの論文を色

鉛筆で直してくれましたỐ

杉山　僕も学生の論文はできる限

り丁寧に見るようにしていますỐ

これは先生の影響Ố自分がủこれ

でいいỨと納得しているものを直

されるというのはỏすごくいい訓

練になるỐ
楠原　社会に出るといろんな報告

書があるでしỶうỐ卒業生からủ研

究室での経験が役に立ỳたỨủレ

ポồトを上司に褒められたỨとい

う話をよく聞きますỐとてもうれ

しいことですねỐ
杉山　ủ企画・実行・まとめỨと

いう力こそ社会に出て役に立つỐ

先生は研究を通してこれを身につ

けてくださỳたんだねỐ

楠原　学生時代の経験は後になỳ

て分かるものが多いんですỐふた

りとも今や立派な研究者ですがỏ

卒業生というのはいくつになỳて

も気になるものỐ今のまま元気に

続けていỳてもらいたいと思いま

すỐ

恩師と語らう
師弟で懐かしむ当時の新潟大学

シリーズ

恩師：楠原 征治 名誉教授×教え子：三宅 克也さん　杉山 稔恵さん

新潟大学季刊広報誌　六花2016ỏＡＵＴＵＭＮớNoỏ　より引用Ờ18



①　近況報告
　私は学部卒業後ỏ新潟県に林業職

として採用していただきỏ現在は糸

魚川で勤務していますỐ糸魚川に赴

任してからの２年間はỏ豪雨による

土砂災害や地すべりが多発したこと

もありỏ災害現場の踏査から復旧計

画立案ỏそして復旧工事の現場監督

を主に担当していますỐ地域の安全

安心を守りỏ住民の方に喜んでいた

だける仕事にやりがいを感じていま

すỐ②　趣味ỏまたは熱中していること

　小学校
1年生から続けている野球

が趣味ですỐ野球をすることができ

る環境があることỏチồムメồトが

いてくれることに感謝しỏ全力でプ

レồしていますỐ未来の息子と

キỾỽチボồルをすることが夢で

すỐ

③　最近ỏ感動したこと

　糸魚川といえばủ世界ジオパồ

クỨỏご当地グルメủブラỽク焼きそ

ばỨỏお笑い芸人ủ横澤夏子さんỨな

どが有名ですがỏ平成　年　月のủ糸
28

12

魚川市駅北大火Ứを思い出す方もお

られるかもしれませんỐあの痛まし

い火事から１年が経ちỏ街は復興に

向けて歩み出していますỐ駅近辺に

出向くとỏいつも飲食店の方たちな

ど街の活気に驚かされますỐ傷跡が

残る場所にあỳてもỏそこに生きる

人たちから元気をもらいỏ街とは

ủ人Ứなのだと感慨深く感じましたỐ ④　学生の皆さんへ

　　歳の自分を想像したことがあり

30
ますか？私は当時の想像とはかなり

違う人間になỳているように思いま

すỐコミỿニケồシἀン力ỏ柔軟性ỏ

忖度ộどれも社会で大切なことなの

でしỶうがỏ基本にあることはỏア

ンテナを張ỳてủききỨỏ人をủみるỨỏ

そして自ら考えて決断することだと

私は考えますỐ周りは人生のお手本Ố

人との出会いを見逃さずỏ人から学

んで選択の幅を広げてくださいỐそ

れがきỳと想像を超えた未来への道

標になりますỐ
⑤　次回の執筆者の紹介

　相澤賢太郎さんですỐ私の１学年

後輩でỏ新潟県を共に盛り上げてい

く同僚ですỐよろしくお願いしますỐ

①　近況報告
　兵庫県立人と自然の博物館で研究

員をしていますỐ調査・研究をはじ

めỏ教育やシンクタンク活動などỏ

様々な業務に携わỳていますỐ
　またỏ恩師の先生方や大学時代の

先輩・後輩と一緒に活動することも

多々ありますỐ
　刺激的な職業でỏいつもワクワク

させられていますỐ

②　趣味ỏまたは熱中していること

　育児ỏ研究ỏカヤỽクですỐ育児

はủ癒しỨỏ研究はủ興奮Ứỏカヤỽ

クはủ感動ỨといỳたところですỐ

どれも甲乙つけがたい大切な生きが

いですỐ③　最近ỏ感動したこと

　自分たちの結婚披露宴で号泣しま

したỐ中学・大学の友人をはじめỏ

お世話になỳた方々の温かい拍手に

迎えれた瞬間ỏこれまでの人生が報

われたように感じỏ涙をこらえるこ

とができませんでしたỐ人生最高の

感動でしたỐ
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ペン
リレー大塚文也ớ平　生環Ờ　21 人が導きつくるもの

ありのままに布野隆之ớ平　生環Ờ　11
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④　大学ỏ同窓会ỏ学生の皆さんへ

のご意見ỏご提言

　私はỏ新潟大学に十六年間も在籍

しỏ博士号を取得しましたỐこの間

に学んだことはỏủやり切ることの重

要性ỨですỐやり切ることでỏ次の

道は必ず開けますỐ歳月を気にして

はいけませんỐ大切な事はủやり切

ることỨỐその結果ỏ十六年経ỳても

良いのですỐありのままにỏ自分の

道を進むことが大切ですỐ

⑤　次回に執筆していただく同窓生

の紹介
　生環同期の西嶋雅人さんにお願い

しましたỐよろしくお願いしますỐ

①　近況報告
　第２の故郷である五十嵐砂漠をỏ

そしてỏなぎさ荘を後にしてỏ　年33

もの年月が流れようとしていますỐ

卒業後はỏ群馬県庁に就職しỏ主に

米麦大豆ソバ等を担当する普及指導

員として現場を駆け回りỏ現在はỏ

ドラマủ陸王Ứにも登場した群馬県 庁舎内で働いていますỐ

　現在勤務しているủ農政部　技術

支援課Ứはỏ１４７名の普及指導員

が現場で展開する普及活動のとりま

とめやỏ気象災害対策ỏ鳥獣害対策ỏ

担い手の育成ỏＧＡＰや環境保全型

農業の推進ỏ農薬の安全使用や新病

害虫への対応などが守備範囲ですỐ

日々ỏ悪戦苦闘していますがỏ農業・

農村の振興のためにỏあと５年？頑

張りますỐ
②　熱中していること

　それはủ薪割りỨですỐ我が家の

メイン暖房はủ薪ストồブỨでỏ柔

らかい暖かさとỏゆらゆら燃える炎

に癒される毎日Ốその快適さに必要 なのがủ薪割りỨですがỏ非常に手

がかかりỏまたỏ奥が深くỏ毎年ỏ

色々なことに気づかされますỐやỳ

てみるとやみつきになりますよỖ！

③　最近ỏ感動したこと

　昨夏ỏ畑にủハクビシンỨが来襲

しましたỐハクビシンはỏ甘いスイồ

トコồンだけを徹底的に食害しỏ隣

接するポỽプコồンには手を付けま

せんでしたỐハクビシンの洗練され

たグルメ志向にはとても感動しまし

たỐ今年はỏ狩猟免許を取得してỏ

ủ知恵比べỨしたいと思いますỐ

④　同窓生・在学生の皆さんへ

　大学時代のクラスỏクラブỏアパồ

トなどでの偶然の出会いとつながり

はỏとてもありがたくỏ大切なもの

だと感じていますỐ私自身ỏ新潟時

代の同級生・先輩・後輩にỏ公私と

もに何度も助けられていますỐ

⑤　次回の執筆者の紹介

　次回はỏ農学科の同級生で野球部

ＯＢのỏ小澤康弘君を紹介しますỐ

小澤君はỏ卒業後アメリカに渡りỏ

現在はỏ群馬で米・麦・野菜＋肉牛

の大規模農業経営を実践する群馬県

農業のトỽプランナồですỐ
①　近況報告

　富山県にあるủ株式会社ウồケỨ

に勤務していますỐ弊社は２００７

年に創業した無菌包装米飯ớパỽク

ごはんỜのメồカồですỐ業界で唯

一ỏ国際的な食品安全管理認証であ

るＳＱＦを取得しỏ添加物不使用で

高品質の製品を製造していますỐ私

は品質保証部に所属していますがỏ

歴史の浅いメồカồということもあ

りỏ様々な業務を担当する忙しい

日々を送ỳていますỐ

　その為かは定かでありませんがỏ

未だに独身ですỐ
②　熱中していること

　毎日が自宅と会社の往復なのでỏ

年に数回は独り旅に出るようにして

いますỐここ数年はủ甲冑着用して

写真撮影ỨにハマỳていますỐ京都

にある時代劇関係のスタジオでメồ

クや付け髭をして写真を撮るのです

がỏ歴史や時代劇が大好きな身とし

ては大興奮の非現実的体験ですỐ

倉澤政則ớ昭　農Ờ　60 ủ薪割りỨは奥が深い！

山本州平ớ平　応生Ờ　11 数えてみたら新大に　年間も14
在籍していたようです
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③　感動したこと
　商品開発も担当業務なのでỏ開発

した商品が店頭に並ぶのは感動しま

すỐロングセラồになỳているもの

やỏすぐに終売になỳたものなどい

ろいろありますがỏどれも思い入れ

がありますỐ
④　大学ỏ同窓会の皆さんへ

　振り返ると会社を早々に退職して

復学ỏ博士号を取得後に就職が無く

て研究室で居候状態ỏ新潟大学地域

連携フồドサイエンスセンタồで勤

務とỏ波乱万丈ớ？Ờな新潟生活で

したがỏ色々な経験が活きている事

を実感する日々を過ごしていますỐ

遠回りしているのかな？と思うよう な経験も人生には必要だと思いますỐ

⑤　次回の執筆者の紹介

　研究室の後輩である馬場達也君に

お願いしましたỐ
　平成　年３月に農学部を卒業しỏ

16

その４月から福島県の農業系職員と

して勤務しておりますỐ学生時代は

家畜管理ỏ今は福島県庁で社畜とし

て管理されていますỐ

　ご存じのとおりỏ福島県は３・　
11

の震災から一変しỏ６年以上経ỳた

今でも復旧・復興が最大の業務でỏ

当初予算は平成　年度で１兆７千億

29

円ですỐ人口規模が全く違う埼玉県

が１兆８千億円ですのでỏいかに予

算と業務が多いか分かると思いますỐ

ớちなみにỏ新潟県は１兆２千億円Ờ

　この膨大な予算を新潟県とほぼ同

じ数の職員で執行していますỐ大変

な一方でỏ他県では考えられない仕

事がたくさんできますỐ日本を飛び

出しỏ台湾やニỿồヨồクで仕事を

行う機会がありましたỐớ写真は台湾 で福島県産日本酒をＰＲした際のも

のですỜ
　プライベồトではỏ釣りỏバイクỏ

ポケモンＧＯが好きですỐ釣りはル

アồで青物ớあまり釣れないỜỏバイ

クはニンジỾớあまり乗らないỜで

すỐまたỏポケモンは海外限定もい

くつかゲỽトしました！

　最後にỏ福島県では毎年ỏ優秀な

農業系職員を募集していますỐ熱意

と折れない心があれば大丈夫です！

海外に行けてỏポケモンもゲỽトで

きます！一緒に福島県を盛り上げる

仲間をお待ちしておりますỐ
・次回の執筆者の紹介

　現在福島県庁に勤務されている先

輩の赤塚康雄さんにお願いしましたỐ

瀧田克典ớ平　農生Ờ　16 福島県でがんばỳてます！
写真中央が筆者



　２０１７年８月　日ớ土Ờにỏ第
26

　回農学部フỼồラム／第８回新潟

２２大学・刈羽村先端農業バイオ研究セ

ンタồフỼồラムớ刈羽村ỏ新潟県ỏ

新潟県酒造組合ỏ新潟大学農学部同

窓会後援Ờを開催しましたỐ今回はỏ

ủ日本酒学＆焼酎学の最前線Ứと題し

てỏ新潟大学付属図書館ライブラ

リồホồルにて実施しましたỐ

フỼồラム開催に先立ちỏ髙橋姿学

長および品田宏夫刈羽村村長からご

挨拶がありỏ農学部ＦＣセンタồの

高橋能彦教授の司会により講演会が

進められましたỐ新潟大学ỏ新潟県

と新潟県酒造組合はỏ平成　年５月２９

９日に連携協定を結びỏ日本酒の醸

造技術や歴史ỏ文化ỏビジネスỏ健

康への効用などについて総合的に学

べるủ日本酒学Ứの拠点形成に向け

て歩みをはじめましたỐ一方ỏ鹿児

島大学では平成　年ủ焼酎学講座Ứ

１８
が設立されỏ同　年からはủ鹿児島

２３
大学農学部附属焼酎・ 発酵学教育研

究センタồỨとして発酵の基礎から 焼酎の製造ỏ歴史ỏ文化ỏ経営実学

まで幅広い教育と研究が行われてい

ますỐ講演会ではỏ産学官から鮫島

吉廣鹿児島大学客員教授ỏ鍋倉義仁

新潟県醸造試験場専門研究員ỏ鈴木

一史農学部准教授ỏ岸保行経済学部

准教授ỏそしてỏ大平俊治新潟県酒

造組合会長を講師として招きその動

向を紹介していただきましたỐ講演

の中で盛んに述べられỏ強く印象に

残ỳた議論としてỏ理系・文系の枠

組みを超えたủ日本酒学Ứ＆ủ焼酎

学Ứの確立と発展における医学分野

の貢献の重要性がありましたỐ髙橋

学長はỏフỼồラムを最初から最後

まで熱心に講演を聞かれỏ真摯な態

度で質疑・議論にも参加されておら

れましたỐ本フỼồラムについてはỏ

１３２名の参加を頂きỏ一般市民ỏ

醸造関係者ỏ農業関係者からの関心

が高くỏまたỏ多くの学生が文系・

理系の区別なく参加していましたỐ

加えてỏマスコミからの問い合わせ

も多数ありỏ新潟日報ỏ朝日新聞に フỼồラム開催について掲載されま

したỐ新潟大学のủ日本酒学Ứに対

する関心の高さと期待感ỏそしてこ

れからの動向を注視する姿勢がひし

ひしと感じられましたỐ

　最後にỏ末吉農学部長から閉会の

ご挨拶がありましたỐ講師の先生方ỏ

髙橋学長ỏ品田村長ỏそしてフỼồ

ラムに参加されたすべての方々への

お礼とともにỏＫＡＡＢに対しỏủ今

後もタイムリồで魅力的な取組をさ

らに積極的に実施してほしいỨと述 べられましたỐ本フỼồラム開催に

あたりましてご協力賜りました皆

様ỏご参加いただいた皆様に心から

感謝申し上げますỐ 

　新潟大学はỏ文部科学省のủ大学

の世界展開力強化事業Ứに採択され

ておりỏこの事業で新潟大学はỏ福

島大学およびトルコの三大学ớアン 

カラ大学ỏ工ồゲ大学ỏ中東工科大

学Ờと連携しỏủ経験・知恵と先端技

術の融 合によるỏ防災を意識したレ

ジリ工ントな農学人材養成プログラ

ムỨを学生に提供中ですỐこの他に

もỏ毎年ỏ刈羽村先端農業バイオ研

究センタồớＫＡＡＢỜ国際シンポ

ジウムを開催してỏ本年度はイタリ

アＣＲＥＡỏ名古屋大学ỏ大阪大学

より講師を招聘したほかỏ若手研究

者・留学生ớ米国ỏモロỽコỏエジ プトỏトルコỏタイỏ中国ỏバング

ラデỹシỿỜが参加しましたỐこの

他にも学部では国際交流に携わる機

会が増えỏ国際交流がますます盛ん

になỳていますỐ平成三十年度はỏ

マレồシアプトラ大学農学部と協力

し て 
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15

すỐ新潟大学農学部からはỏ学生や

教員が参加し研究成果を発表しますỐ

卒業生で参加ご希望の方はỏご連絡

下さいỐ
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　嵐丘庭の草刈りと懇親会を通して

同窓生ỏ学生ỏ教員間の結束を確認

しましたỐ
　大学祭が開催される一週間前の　
10

月　日ớ土Ờの午後ỏ農学部の顔で

14
ある嵐丘庭の化粧を行いましたỐ

　これはỏ５月の常任幹事会の席上

　渡辺仁会長からの提案を実行した

ものですỐ
　当日はỏ末吉農学部長ỏ渡辺会長ỏ

大嶋新潟県支部長を始め　名が参集
30

してくれましたỐ
　例年ỏ年２回業者に除草を発注し

維持管理を行ỳて
いたものですỐ今

後可能であればỏ
初夏及び秋の２回

広く同窓生・学生
に声を掛けỏ花よ

り懇親会に向け一
汗流したいもので

すỐ　なおỏ今後は農
学部同窓会のホồ

ムペồジに日程等
を掲載しますỐ

同窓会事務局

参加者人数場所日時受入れ，派遣イベントの名称
147名（保護者 ： 131名， 教員 ： 13名， 事務職員 ： ３名）朱鷺メッセ４月５日崖保護者懇談会（交流実績紹介） 教員６名，学生30名，事務職員：４名農学部４月26日崖留学ガイダンス
62名（教員：20名，事務職員：11名，院生：９名，学部生：14名，外部：８名）農学部５月18日受入れ大学の世界展開力強化事業（トルコ）2017年度第１回シンポジウム
70名（保護者 ： 61名， 教員 ： ６名， 事務職員 ： ３名）農学部６月24日崖農学部後援会総会（交流実績紹介） フジイコーポレーション３名，研究員８名（トルコ），本学教員５名農学部７月12日受入れフジイコーポレーション、ＪＩＣＡプロジェクトおよびトルコ訪問団来校
21名（新潟大学・福島大学）（引率教職員４名，院生８名，学部生９名）チェンマイ大学８月10日崖27日派遣大学の世界展開力強化事業（短期学生派遣） 留学生15名（院生１名，学部生14名）新潟大学福島大学８月18日崖９月17日受入れ大学の世界展開力強化事業（短期学生受入） 学部生２名ウラジオストック９月４日崖10日"派遣ロシアサマースクール
188名（教員30名，事務職員21名，院生29名，学部生21名，外部学生・留学生54名，学部生33名）農学部９月13日崖14日受入れ大学の世界展開力強化事業（トルコ）2017年度第２回シンポジウム トルコ留学生（院生７名）農学部随時受入れ大学の世界展開力強化事業（中長期学生受入） インドネシアなど数名農学部９月19日崖26日受入れ世界農業学生会議
90名参加（職員17名，学生62名，外部７名）農学部９月25日受入れＫＡＡＢ国際シンポジウム 講師（Dr. Henrik Stotz），本学教員数名農学部10月18日受入れ農学部ＦＤ（イギリス，University of Hertfordshireの紹介） 留学生、その家族、チューター：56名，教員：
21名，事務職員：３名農学部12月14日受入れ留学生と指導教員の懇親会 院生12名，学部生３名，教員３名ハノイ12月５日崖14日派遣大学院ＧＰ（ベトナム農業大学，ハノイ工科大学） 講師（Dr. Mozammel Hoque）農学部１月上旬予定"受入れ農学部ＦＤ（バングラデシュ，シレット農業大学の紹介） 院生12名，教員２名ハノイ１月18日崖27日派遣大学院ＧＰ（タイ，カセサート大学） 学部生８名，教員１名ウラジオストック３月12日崖21日 （予定）派遣ロシアウインタースクール ８名（新潟大学・福島大学）（引率教職員３名，院生３名，学部生２名）トルコ３月12日崖21日 （予定）派遣大学の世界展開力強化事業（短期学生派遣）

同
窓
生
と
の
絆
を
確
認

嵐
丘
庭
草
刈
り

平成29年度新潟大学農学部国際交流実績および予定
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　平成　年
5月　日ớ土Ờỏアồトホ

29

27

テル新潟駅前ớ昨年度の開催ホテル

の名称変更Ờにおいてỏ常任幹事会

が開催されましたỐ

　各県支部長はじめ職域から選出さ

れた常任幹事　名が出席し開催され

37

ましたỐ
　例年のとおり活動報告・活動計画

の承認後ỏ学部の近況についてỏ若

手の在校幹事である①大竹憲邦ủＨ

　農化Ứ先生から嵐丘庭の現状と活

05用ỏ②鈴木一史ủＳ　農化Ứ先生か
63

ら日本酒学ỏ③鈴木一輝ủＨ　応生Ứ24

先生から大学の世界展開力農学部の

場合ỏについてミニ講演方式で報告

がありましたỐ
 

　新潟大学自然科
学系テニỿアト

ラỽク助教を経てỏ
平成　年　月付で
28

10

着任しましたỐ本

学農学部生産環境科学科ỏ修士課程

を経て博士課程修了後はỏ茨城県つ

くば市の森林総合研究所で研究生活

を送ỳてきましたỐ約　年ぶりに母
15

校に戻ỳてきたわけですがỏ学生時

代に住んでいたアパồトも行きつけ

の定食屋もなくなỳていてỏ時代の

流れを感じましたỐその一方でỏ図

書館は綺麗になりỏ構内にコンビニ

ができỏ農学部中庭ớ嵐丘庭Ờが新

しくなりましたỐ私が新潟大学に

戻ỳてきた平成　年度に再生整備さ

25

れた嵐丘庭にはỏ新潟の森林を代表

する様々な樹種が植栽されていますỐ

今年　月に農学部同窓会主催で嵐丘

10

庭の草刈りを行いましたがỏ樹木の

成長を見るのが毎年楽しみですỐ厳

しい寒さにも負けず少しずつ大きく

なるこれらの樹々と同じようにỏ私 も教員として成長していきたいと

思ỳていますỐ
　専門分野は林木育種学と森林遺伝

学ですỐ現在は主にỏ指導教官であỳ

た平英彰元教授が発見した花粉を全

く飛散させないủ無花粉スギỨを引

き継ぎỏ新潟県森林研究所等と連携

して研究を進めていますỐどうぞよ

ろしくお願いしますỐ　皆さま初めまし
てỐ平成　年４月29

より農学部生物資
源科学プログラム

に助教として着任

いたしました大谷真広 ớおおたにま

さひろỜ と申しますỐ私の新潟での

生活は長くỏ修士課程から新潟大学

へ入学しỏ学位取得までの５年間ỏ

そして博士研究員ỏ特任助教として

２年間を農学部の建物で過ごしまし

たỐ花き園芸学を専門としておりỏ

花の色や形などの見た目を決定づけ

る分子メカニズムの解明ỏおよびバ

イオテクノロジồを用いた新品種の

作出について研究していますỐ私が

ちỶうど学部生だỳた頃ỏứ不可能Ừ

の代名詞とされていた青いバラが遺

伝子組換え技術により作出されまし

たỐそしてỏその話題性は当時他分

野の研究に携わỳていた私の興味を

現在の研究分野に向けさせるのに十 分でしたỐ私の人生はその研究に大

きく狂わされộではなく良い方向に

引き上げてもらỳたのですがỏ今度

は私の研究で一般の方や学生の方に

オỽと感じてもらえるように頑張り

たいと思いますỐまだまだ知識も経

験も浅い自分の取り柄は若さしかあ

りませんのでỏアラサồの星として

バリバリ研究・教育に邁進していく

所存ですỐ今後ともどうぞよろしく

お願いいたしますỐ

　野中昌法先生が２０１７年６月９

日にご逝去されましたỐ　歳でしたỐ
63

　野中先生はỏ１９８７年７月に農

学部に助手としてご着任後ỏ１９９

６年１月に助教授ỏ２００６年４月

に教授にご昇進されỏ　年の長きに
30

渡ỳて本学に奉職されましたỐその

間ỏ応用生物化学科長の他ỏ大学院

技術経営研究科長や環境安全推進室

長を歴任されましたỐまた国際交流

に熱心に取り組まれỏ文科省ủ大学

の世界展開力強化事業ớトルコỜỨの

採択に尽力されましたớ２０１５年

度より事業開始ỜỐさらにỏ日本有機

農業学会では理事・副会長を務めら

れましたỐ

新潟大学農学部常任幹事会が開催されました
学
部
だ
よ
り

学
部
だ
よ
り

生産環境科学科
准教授　森口喜成

原　田　直　樹　ớ農学部准教授Ờ

農家と共に
 Ỗ野中昌法先生を偲んで

生物資源科学プログラム
助教　大谷真広



焔稲葉一成ớ昭和　年卒・農業工学62科Ờ農業農村工学会　平成　年度29

優秀報文賞
焔島本由麻ớ平成　年卒・生産環境25科学科Ờ農業農村工学会　平成　

29

年度優秀報文賞
焔島本由麻ớ平成　年卒・生産環境25科学科Ờ農業農村工学会京都支部

研究奨励賞
焔島本由麻ớ平成　年卒・生産環境25科学科Ờ大学女性協会　国内奨学

生受賞焔鈴木哲也ớ生産環境科学科Ờ農業農村工学会　平成　年度優秀報文
29

賞焔吉川夏樹ớ生産環境科学科Ờ農業農村工学会　平成　年度優秀報文
29

賞焔関矢　稔ớ昭和　年卒・農業工学59科Ờ農業農村工学会　平成　年度29

優秀報文賞
焔上田大次郎ớ平成　年卒・応用生25物化学科Ờ日本セトロジồ研究会 ― 17 ―

　野中先生のご専門は土壌環境学・

土壌微生物学でỏ植物根に共生する

アồバスキỿラồ菌根ớＡＭỜ菌の

多様性や環境因子の影響ỏＡＭ菌を

用いた自然環境修復等の研究を手掛

けられỏまた土着有用微生物を生か

す農業として有機農業へと関心を広

げていかれましたỐ

　先生は環境問題にも造詣が深くỏ

２０１１年３月の福島第一原発事故

以降はỏ農地及び農産物の放射性物

質汚染の実態把握と汚染防止ỏ農家

の生活環境における被ばく低減等の

課題に地元農家と協働して取り組

みỏ福島の農業復興に注力されまし

たỐその歩みはỏ新聞やＴＶで幾度

も取り上げられた他ỏご自身でもủ農

と言える日本人Ứớコモンズ社Ờなど

の著書にまとめられておりますỐ

　野中先生は一貫して現場主義を貫

かれỏそのため多くの農家の方々に

慕われておいででしたỐこうした先

生の生前の教えに深く感謝しỏ心よ

りご冥福をお祈り申し上げますỐ合掌Ố

　遠藤治郎先生は去る平成　年６月29

永眠されましたỐ
　私はỏ最後の林学科の学生として

先生と幾ばくかの関わりがありỏ若 干先生のエピソồドのご紹介をいた

しましてỏ生前の先生のご活躍を偲

ぶこととさせていただきますỐ本来

であればỏもỳと関わりの深かỳた

学生や諸先生方がよりふさわしいと

ころですがỏ編集委員からのご指名

をいただいたご縁からỏ関わりの少

ない私が駄文をしたためております

ことをここでお断りしておきますỐ

　砂防運材工学教室ớ以下砂防教室Ờ

３年生は北陸地方建設局管内の砂防

事務所へ２週間研修に行く習わしが

ありỏ立山ỏ松本ỏ飯豊などの各砂

防事務所へ夏休みの間を利用して出

かけておりましたỐ私は先生のおす

すめだỳた立山砂防へ行かせて頂き

ましたỐあまりまじめでなかỳた私

がなぜ砂防のメỽカである立山に

行ỳたのかỏ今では全く思い出せな

いのですがỏ山の上の現場へ行くの

にトロỽコ列車に乗ỳていくという

貴重な経験をさせて頂きましたỐい

までも時々思い出しますỐ

　４年生の時ỏ同じく砂防教室の竹

内君の卒論の手伝いでỏ菅名岳の麓

で水生昆虫の調査をしていましたỐ

彼は車を持ỳていなかỳたためỏ遠

藤先生はそういỳた学生に自家用車

を貸してくれていましたỐ真ỳ白な

レガシỹツồリングワゴンでしたỐ

私も一度運転したことがありỏ新車

かそれに近い状態だỳたと思われま

すがỏ学生だけの調査に貸し出すな

んてỏ本当に太ỳ腹だỳたなあとỏ

菅名岳の付近に行くたびにỏニコニ コして車を貸してくれた先生を思い

出しますỐ
　そういえば先生の運転ỏキồプレ

フトを遵守されており大変安全運転

でしたがỏ白線すれすれをキồプし

て走るのが印象的でしたỐ前の車が

キồプレフトしているのを見るとỏ

また先生を思い出しますỐ

　平成６年頃だと思いますがỏ先生

は学内で交通事故に遭われỏ入院さ

れるというアクシデントがありまし

たỐ無事退院されたときỏ退院祝と

して砂防教室の学生は先生から飴を

頂きましたỏ今思えば高麗人参エキ

ス入りの高級飴なのですがỏそう

いỳた大人の味に疎い学生達はỏủカ

ブトムシの味Ứがするとかỏủ激まずỨ

などと言いỏ特別にủ治郎ớ先生Ờ

飴Ứと名付けてỏこの飴をなめるこ

とがとうとう罰ゲồム的な位置づけ

になりましたỐ私はỏよくゲồムな

どに負けủ治郎ớ先生Ờ飴Ứを人一

倍頂いたものですỐそれ以来ỏカブ

トムシの匂いをかぐたびにỏまたま

た先生を思い出していますỐ

　さてỏ遠藤先生の研究業績のご紹

介などもしなければならないところ

ですがỏ紙面の都合もありますのでỏ

それは皆様に委ねて失礼させて頂

きỏ駄文をお読み頂いた方それぞれ

の遠藤先生の思い出をかみしめて頂

くきỳかけとなりますよう祈念いた

しまして終わりとさせて頂きますỐ

　末筆ながら先生のご冥福をお祈り

いたしますỐ

農
学
部
の
動
向

農
学
部
の
動
向

学

会

賞

等

受

賞

岩 井 淳 治　ớ平７林Ờ

遠藤治郎先生の思い出
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最優秀発表賞ớポスタồỜ

焔田玉　巧ớ平成　年卒・生産環境29科学科Ờ平成　年度森林技術研究

29

論文コンテスト林野庁長官賞

焔渡部　潤ớ平成　年卒・応用生物14化学科Ờ日本生物工学会奨励賞ớ江

田賞Ờ焔高橋　航ớ平成　年卒・生産環境29科学科Ờ土木学会応用力学委員会

優秀ポスタồ賞
焔佐伯なつみớ平成　年卒Ờ農業生24産科学科ỏ博士ớ農学Ờ新潟大学

焔鈴木一輝ớ平成　年卒Ờ応用生物24化学科ỏ博士ớ農学Ờ新潟大学

焔松澤大起ớ平成　年卒Ờ応用生物20化学科ỏ博士ớ農学Ờ新潟大学

　当農学部及び新潟大学のため多大

な貢献をされたお二方の先生方が平

成　年３月に定年退職されますỐ

30
紙谷　智彦教授ớ生産環境科学科Ờ

森井　俊廣教授ớ生産環境科学科Ờ

　ご功績に心から感謝申し上げますỐ

　ありがとうございましたỐ
遠藤治郎元教授ớ生産環境科学科Ờ

　平成　年６月ご逝去
29

野中昌法教授ớ応用生物科学科Ờ

　平成　年６月ご逝去
29

山本興三郎元教授ớ畜産学科Ờ

　平成　年１月ご逝去
30

石田一夫名誉教授ớ農業生産科学科Ờ

　平成　年１月ご逝去
30

佐野　元　農専元教員

　平成　年　月ご逝去
28

10

　謹んでご冥福をお祈りいたしますỐ

　高橋ớ宮島Ờ堅ớ昭　・３農専農Ờ
23

　中森　　章ớ昭　・３農専農Ờ
23

　佐野　　章ớ昭　・３農専林Ờ
24

　渡辺　照男ớ昭　・３農専林Ờ
25

　保坂　　亮ớ昭　・３農学Ờ
28

　渡辺　　譲ớ昭　・３農学Ờ
28

　吉成　　孝ớ昭　・３農学Ờ
30

　小林ớ小黒Ờ哲郎ớ昭　・３農学Ờ
31

　小島　寛二ớ昭　・３林学Ờ
32

　田邊　孝行ớ昭　・３農学Ờ
32

　阿部　利夫ớ昭　・３農学Ờ
33

　斉藤　伸昭ớ昭　・３林学Ờ
33

　石沢　　進ớ昭　・３農学Ờ
34

　亀山　悦典ớ昭　・３農学Ờ
35

　吉田　　勇ớ昭　・３農学Ờ
37

　狩野　　誠ớ昭　・３農学Ờ
38

　五十嵐　宏ớ昭　・３農芸化Ờ
42

　酒井　仙吉ớ昭　・３畜産Ờ
46

　味方　　登ớ昭　・３農工Ờ
49

　京谷ớ伊藤Ờ薫ớ昭　・３農学Ờ
51

　望月　正平ớ昭　・３林学Ờ
51

　渡辺ớ井上Ờ賢二ớ昭　・３農学Ờ
57

　有坂　英一ớ昭　・３農学Ờ
60

ớ卒年次順・五十音順Ờ

　謹んでご冥福をお祈りいたしますỐ

　同窓会名簿の整備はỏ同窓会事業

の根幹でありỏ運営の基となる貴重

な資料ですỐ
　住所を変更された場合はỏ左記に

より農学部同窓会事務局までお知ら

せくださいỐ
　住所変更の連絡方法

　①　官製ハガキまたはＦＡＸ

　　　０２５們２６３們３１０７　②　E-mail:          　　　

dousou@
agr.n

       
     i  igata-u.ac.jp
             

教　

員　

訃　

報

会　

員　

訃　

報

　昨年ỏ何気なくテレビを見ていた

らỏ世界ふしぎ発見ủ謎のムスタン

王国と奇跡を起こした日本人！Ứと

いう番組で近藤亨氏の偉業が放映さ

れていましたỐ今回首都圏支部の佐

藤純一氏からのご提案をいただきỏ

特集記事として同窓会長をされた小

林一三さんに寄稿をお願いしましたỐ

小林さんは近藤さんの活動中及びそ

の後もバỽクアỽプをされていますỐ

小林さんỏありがとうございましたỐ

　ところでỏみなさんは同級会やỳ

ていますか？　昨年ỏ同期農学科＋

一部林学科の同級会がありましたỐ

同級生はイイものですねỐその時の

林業女子からひと言Ố同級会を呼び

かけても同級生からは梨のつぶてだ

そうですỐみなさんỏ呼びかけがあỳ

たらせめて
返事くらい

はしてくだ
さいねỐ
　さてỏ今

冬ＪＲ車内
での一晩が

話題になỳ
た新潟の大

雪Ố五十嵐
キỾンパス

も１ｍ超え
かという降り方でỏちỶうど大学セ

ンタồ試験と重なỳて大変だỳたそ

うですỐ記録の意味も込めて表紙写

真に使わせていただきましたỐ

　ớペンリレồの校正は編集委員会

で行いましたỐご了承くださいỐỜ

退　
　
　
　
　
　
　
　

職

学　

位　

取　

得

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の

お
願
い

住
所
《
変
更
届
》
に
つ
い
て
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　若いときから密教を学びỏ釈迦の

生誕したネパồル王国や求道のため

ムスタン王国からチベỽトを歩いた

河口慧海師のことỏさらにアジア文

明の源流を観たいという願望を抱い

ていた時期にỏ先生はジỾイカを退

職しỏ単独で渡ỳたỐ秘境ムスタン

の農業開発に夢を抱かれỏ当時私は

建設省の指導の下ỏネパồル自然災

害軽減支援プロジỻクトの現場事務

所の開所式に出席したときỏ古都パ

タンで先生を紹介されましたỐ以後ỏ

今日まで多くの同窓会並びに農学部

とくに村松にある伝習農場ỏ加茂農

林高校の方々には大変なお世話とご

支援を頂きましたỐ

　近藤家はỏ加茂市元狭口の素封家

で菩提寺はỏ私の兄が住職であỳた

薬師如来を本尊とする金泉寺であり

ますỐ今はこの地にủ夢Ố馬の背に

揺られて仰ぐムスタンの夕映えもか

なし渡り鶴行くỐỨ狭村ỏ顕彰碑の下 で眠ỳておられますỐ

　さてỏ近藤亨先生の功績の代表的

なものをいくつか写真を添えて記し

てみますỐ
　ủウンヒἀウỨớ雲豹Ờ

　先生が一九七五年のジỾイカでの

予備調査のときỏムスタンで採取さ

れた雲豹の毛皮をỏ当時のビスタ国

王から先生に贈られỏその後京都の

西野剥製社に依頼しỏ立派な標本が

できましたỐ現在は長岡市立博物館

に展示されておりますỐ

　絶滅保護動物であるウンヒἀウは

トキについで貴重な品でỏその手続

きには岩本二郎学芸員に大変な時間

と労力をおかけしましたỐ

　ủ農業研修生の受け入れỨ

　秘境ムスタンの農業開発を目指し

た先生はỏ太古から耕されたことの

ない寒冷ỏ不毛ỏ石磯の荒野を村の

若者達と開墾されましたỐ今やアỽ

パồムスタンにはỏ二〇〇ヘクタồ ルのグミ農場がỏアンダồムスタン

のシヤンには四五ヘクタồルのテニ

農場がỏ緑滴る沃野に蘇ỳておりま

すỐ　これまでには幾多の困難がありま

したỐなかでも特異のことはỏ現地

の若い技術者の教育や育成ですỐさ

らにそれを支援する組織づくりであ

りましたỐ
　農業技術者の育成ỏ研修のために

先ず選ばれたのがỏ我が農学部であ

りましたỐこれを受け入れた先がỏ

亀田郷土地改良区ỏ小合園芸組合ỏ

村松の伝習農場ỏその他専業農家ỏ

村松森林組合等の方々でしたỐ

　研修は四人チồムで三ケ月間行

いỏこれを三年間継続しましたỐ勿

論衣食住は自坊を開放してのことで

ありましたỐ
　研修を終えた若き俊英たち十二人

はỏ帰国後も先生の厳しい指導のも

とỏ今では農場の維持発展のリồ ダồとして活躍しỏしかも観光ỏ教

育面でもムスタンの開発ỏ発展に努

力しておりますỐ
　ủ先生の惜別の辞Ứ

　近藤先生を支えて二十年ỐＮＰＯ

法人ネパồルỏムスタン地域開発協

力会の解散にあたりỏ惜別の辞が寄

せられましたỐ
　ứこの農場はこの地に最適な作物

のリンゴ栽培と大中小家畜の多頭飼

育を二本柱としたことやỏ無農薬ỏ

無化学肥料の完全な有機農法を厳守

していることなどỏ祖国日本でも殆

ど類を見ない農場ですỐ

　幸いにも若木もようやく収穫期に

入ỳたときỏ高齢でも意気軒昂な私

は本事業を放擲などできませんỐそ

こでủムスタン白領会Ứを結成し引

続き支援することを願いỏ老躯に鞭

打ỳてỏ極貧に泣く村人達の友とし

てỏ生命ある限りムスタンの農業開

発に働き続ける覚悟ỪとありましたỐ

　この意志を受け私たちは以後支援

の輪を広げる努力をしておりますỐ

　おわりにủ松寿Ứ編集委員各位に

厚く御礼申し上げますỐ

　ớＮＰＯ法人ネパồル

　　　治水・砂防技術交流会

　　　　　　　理事長　小林一三Ờ

近
藤　
亨　
先
生

「
ネ
パ
ー
ル
、
ム
ス
タ
ン
で
の
活
躍
と
そ
れ
を
支
え
た
人
々
」
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近　藤　亨　先生

写 真 集

近藤亨先生　左。右は筆者

雲豹の標本（長岡市立博物館）給食中の子供たち 〝別れ〟

りんごの収穫出荷

近藤亨先生の顕彰碑（加茂市）

子どもにリンゴの木の選定指導


